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らの問題に直面する 30 代～ 40 代女性におかれてきた。
そこで、国立女性教育会館では、初期キャリア形成期の男女の意識や職場環境につ
























大学卒業若しくは大学院修了後、2015 年に調査協力企業 17 社に新規学卒者として
入社した女性 836 人、男性 1,301 人を対象として、入社 1 年目をとらえる第一回目の
調査を 2015 年 10 月に実施した。以後、毎年 10 月に追跡調査を行い、2019 年 10 月
に入社 5 年目をとらえる最終調査を終了した。
調査協力企業 17 社は、正社員が 3,000 人以上（10 社）、1,000 人以上 2,999 人以
下（4 社）、800 人以上 999 人以下（3 社）の大企業で、金融業 1 社、建設業 1 社、コ
ンサルタント業 1 社、サービス業 7 社、商社・卸業 1 社、通信・ソフト業 2 社、製造





















入社 1 年目調査の有効回答は、1,258 人（回答率 58.9％）であった。調査協力企業
を退職した人は追跡できないため、2 年目以降の調査では、各調査時点での退職者は
対象外となっている。
また、17 社のうち 3 社は、2018 年度にグループ会社として統合された。
そして、統合された 3 社のうち 1 社は、統合後に実施された 4 年目調査と 5 年目調
査では対象外となった。
有効回答は、2 年目調査は女性 393 人（回答率 53.2％）、男性 582 人（回答率
49.5％）、3 年目調査は女性 409 人（回答率 59.3％）、男性 681 人（回答率 59.9％）、
4 年目調査は女性 321 人（回答率 63.4％）、男性 479 人（回答率 45.4％）、5 年目調
























玄田有史・堀田聡子　2010「“ 最初の三年 ” は何故大切なのか」佐藤博樹編著『働くことと学
ぶこと：能力開発と人材活用』ミネルヴァ書房、33-57























各分野の「指導的立場の女性」の割合を 2020 年に 30％という目標をたててきたが、
達成できなかった。
就業者および管理的職業従事者に占める女性の割合をみたものである。民間企業





2019 年 12 月に世界経済フォーラムが発表したジェンダーギャップ指数において、








































































年 4 月入社の新入社員を対象に実施した 5 年間のパネル調査である。2015 年 10 月に























目で、男性約 95％、女性約 65％、入社５年目で男性約 84％、女性 55.6％である。男






割ちかく、男性は 4.5 割程度を占めていた。入社 5 年目になると、管理職志向がない
人たちの管理職をめざさない理由は、男性では「責任が重くなるから」が最も多い理
由で約 6 割を占め、女性では「仕事と家庭の両立が困難になるから」が 1 番多い理由
で約 7 割を占めていた。また、入社 5 年目の女性の管理職をめざしたくない理由の 2
番に多いのは、男性の最も多い理由であった「責任が重くなるから」である。男女とも、





図表６は、1 年目～ 5 年目の仕事の割り当てや、職場で求められる資質等を男女別






























男性 女性 合計 χ21) 男性 女性 合計 χ21) 男性 女性 合計 χ21)
自分には能力がないから 36.4% 42.9% 41.7% 46.9% 42.3% 43.6% 30.8% 38.8% 36.3%
仕事の量が増えるから 36.4% 18.4% 21.7% 46.9% 32.1% 36.4% 51.3% 36.5% 41.1%
責任が重くなるから 18.2% 30.6% 28.3% 46.9% 56.4% 53.6% 59.0% 55.3% 56.5%
仕事と家庭の両立が困難になるから 45.5% 79.6% 73.3% + 40.6% 73.1% 63.6% ** 41.0% 69.4% 60.5% **
周りに同性の管理職がいないから - 14.3% 11.7% 3.1% 19.2% 14.5% * - 18.8% 12.9%
もともと長く勤める気がしないから 18.2% 18.4% 18.3% 25.0% 19.2% 20.9% 12.8% 10.6% 11.3%
その他 36.4% 2.0% 8.3% ** 25.0% 3.8% 10.0% *** 10.3% 12.9% 12.1%
合計 (11) (49) (60) (32) (78) (110) (39) (85) (124)
※1)期待値が5未満のセルがある場合は「フィッシャーの直接法」による検定
＊第1･3･5回すべて回答者で総合職のみ
(+ P<.10、* P<.05、** P<.01、*** P<.001)
5年目1年目 3年目
1年目 2年目 3 4年目 5年目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目
管理職指向あり 95.6% 88.8% 87.1% 84.9% 84.3% 67.8% 51.6% 48.7% 45.5% 44.4%
管理職指向なし 4.4% 11.2% 12.9% 15.1% 15.7% 32.2% 48.4% 51.3% 54.5% 55.6%
合計 248 197 248 185 248 152 126 152 123 153
多くの場合、男性が担当 38.6% 38.3% 38.9% 32.3% 38.6% 38.6% 31.5% 30.1%
男女どちらとも 55.3% 58.1% 56.8% 63.7% 50.4% 51.6% 58.1% 55.6%
多くの場合、女性が担当 6.1% 3.6% 4.3% 4.0% 11.0% 9.8% 10.5% 14.4%
合計 197 248 185 248 127 153 124 153
あてはまる・計 89.5% 77.7% 76.2% 71.9% 69.8% 90.2% 74.8% 69.9% 62.1% 63.4%
あてはまらない・計 10.5% 22.3% 23.8% 28.1% 30.2% 9.8% 25.2% 30.1% 37.9% 36.6%
合計 248 197 248 185 248 153 127 153 124 153
思う・計 80.2% 80.6% 81.6% 85.5% 65.4% 76.5% 76.6% 78.4%
思わない・計 19.8% 19.4% 18.4% 14.5% 34.6% 23.5% 23.4% 21.6%
合計 197 248 185 248 127 153 124 153
思う・計 87.9% 90.4% 87.1% 85.9% 87.1% 90.2% 79.5% 77.1% 71.0% 77.8%
思わない・計 12.1% 9.6% 12.9% 14.1% 12.9% 9.8% 20.5% 22.9% 29.0% 22.2%
合計 248 197 248 185 248 153 127 153 124 153
満足・計 82.3% 69.0% 61.3% 59.5% 57.3% 83.7% 63.0% 61.4% 60.5% 57.5%
不満・計 17.7% 31.0% 38.7% 40.5% 42.7% 16.3% 37.0% 38.6% 39.5% 42.5%
合計 248 197 248 185 248 153 127 153 124 153
思う・計 56.9% 47.7% 46.0% 40.0% 33.5% 26.1% 29.1% 28.8% 23.4% 20.9%
思わない・計 43.1% 52.3% 54.0% 60.0% 66.5% 73.9% 70.9% 71.2% 76.6% 79.1%



































男性 女性 合計 χ2 男性 女性 合計 χ2 男性 女性 合計 χ2
多くの場合、男性が担当 38.3% 38.6% 38.4% 32.3% 30.1% 31.4%
男女どちらともいえない 第1回なし 58.1% 51.6% 55.6% 63.7% 55.6% 60.6%
多くの場合、女性が担当 3.6% 9.8% 6.0% * 4.0% 14.4% 8.0% ***
合計(n) (248) (153) (401) (248) (153) (401)
あてはまる・計 89.5% 90.2% 89.8% 76.2% 69.9% 73.8% 69.8% 63.4% 67.3%
あてはまらない・計 10.5% 9.8% 10.2% 23.8% 30.1% 26.2% 30.2% 36.6% 32.7%
合計(n) (248) (153) (401) (248) (153) (401) (248) (153) (401)
求められる・計 80.6% 76.5% 79.1% 85.5% 78.4% 82.8%
求められない・計 第1回なし 19.4% 23.5% 20.9% 14.5% 21.6% 17.2% +
合計(n) (248) (153) (401) (248) (153) (401)
思う・計 87.9% 90.2% 88.8% 87.1% 77.1% 83.3% 87.1% 77.8% 83.5%
思わない・計 12.1% 9.8% 11.2% 12.9% 22.9% 16.7% ** 12.9% 22.2% 16.5% *
合計(n) (248) (153) (401) (248) (153) (401) (248) (153) (401)
満足・計 82.3% 83.7% 82.8% 61.3% 61.4% 61.3% 57.3% 57.5% 57.4%
不満・計 17.7% 16.3% 17.2% 38.7% 38.6% 38.7% 42.7% 42.5% 42.6%
合計(n) (248) (153) (401) (248) (153) (401) (248) (153) (401)
思う・計 56.9% 26.1% 45.1% 46.0% 28.8% 39.4% 33.5% 20.9% 28.7%
思わない・計 43.1% 73.9% 54.9% *** 54.0% 71.2% 60.6% *** 66.5% 79.1% 71.3% **
合計(n) (248) (153) (401) (248) (153) (401) (248) (153) (401)
＊第1･3･5回すべて回答者で総合職のみ















































あり 97.3% 80.8% 95.4% 96.7% 96.1% 93.2% 95.7% 95.3%
なし 2.7% 19.2% ** 4.6% 3.3% 3.9% 6.8% 4.3% 4.7%
合計 第1回なし (222) (26) 第1回なし (218) (30) (204) (44) (141) (107)
あり 70.1% 46.7% 70.1% 46.7% 69.5% 58.3% 57.5% 71.4%
なし 29.9% 53.3% + 29.9% 53.3% + 30.5% 41.7% 42.5% 28.6%
合計 (137) (15) (137) (15) (128) (24) (40) (112)
あり 84.2% 88.9% 88.9% 88.9% 81.4% 89.5% 77.1% 88.0% 81.3% 90.1% 82.3% 88.6% 85.8%
なし 15.8% 11.1% 11.1% 11.1% 18.6% 10.5% 22.9% * 12.0% 18.8% 9.9% 17.7% + 11.4% 14.2%
合計 (95) (144) (9) (189) (59) (200) (48) (216) (32) (152) (96) (114) (134)
あり 47.5% 50.6% 42.9% 55.1% 33.3% 52.1% 37.1% 53.0% 34.3% 59.1% 32.2% 38.6% 52.8%
なし 52.5% 49.4% 57.1% 44.9% 66.7% * 47.9% 62.9% 47.0% 65.7% + 40.9% 67.8% ** 61.4% 47.2%
合計 (59) (79) (14) (107) (45) (117) (35) (117) (35) (93) (59) (44) (108)
あり 81.3% 84.8% 100.0% 87.9% 76.0% 84.4% 83.3% 82.9% 93.8% 91.5% 74.5% 84.3% 84.2%
なし 18.8% 15.2% - 12.1% 24.0% * 15.6% 16.7% 17.1% 6.3% 8.5% 25.5% *** 15.7% 15.8%
合計 (80) (158) (10) (173) (75) (212) (36) (216) (32) (142) (106) (83) (165)
あり 54.3% 44.7% 22.7% 50.5% 33.9% 45.0% 42.4% 46.2% 38.2% 51.1% 35.4% 40.6% 45.5%
なし 45.7% 55.3% 77.3% * 49.5% 66.1% * 55.0% 57.6% 53.8% 61.8% 48.9% 64.6% + 59.4% 54.5%
合計 (46) (85) (22) (97) (56) (120) (33) (119) (34) (88) (65) (32) (121)
※1)期待値が5未満のセルがある場合は「フィッシャーの直接法」による検定
＊第1･3･5回すべて回答者で総合職のみ





































「仕事の専門能力を高めたい」と思うかについては、入社 3 年目、5 年目ともに男性
の方が「仕事の専門能力を高めたい」と思う傾向にあった。
「仕事の満足度」をみると、男女差はないが、入社 1 年目の「満足している」との回
答は男女ともに 8 割程度、３年目の満足している割合は男女ともに 6 割強、５年目の
























男性 女性 合計 χ21) 男性 女性 合計 χ21) 男性 女性 合計 χ21)
自分には能力がないから 36.4% 42.9% 41.7% 46.9% 42.3% 43.6% 30.8% 38.8% 36.3%
仕事の量が増えるから 36.4% 18.4% 21.7% 46.9% 32.1% 36.4% 1.3% 36.5% 41.1%
責任が重くなるから 18.2% 30.6% 28.3% 46.9% 56.4% 53.6% 59.0% 55.3% 56.5%
仕事と家庭の両立が困難になるから 45.5% 79.6% 73.3% + 40.6% 73.1% 63.6% ** 41.0% 69.4% 60.5% **
周りに同性の管理職がいないから - 14.3% 11.7% 3.1% 19.2% 14.5% * - 18.8% 12.9%
もともと長く勤める気がしないから 18.2% 18.4% 18.3% 25.0% 19.2% 20.9% 12.8% 10.6% 11.3%
その他 36.4% 2.0% 8.3% ** 25.0% 3.8% 10.0% *** 10.3% 12.9% 12.1%
合計 (11) (49) (60) (32) (78) (110) (39) (85) (124)
※1)期待値が5未満のセルがある場合は「フィッシャーの直接法」による検定
＊第1･3･5回すべて回答者で総合職のみ
(+ P<.10、* P<.05、** P<.01、*** P<.001)
5年目1年目 3年目
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目
管理職指向あり 95.6% 88.8% 87.1% 84.9% 84.3% 67.8% 51.6% 48.7% 45.5% 44.4%
管理職指向なし 4.4% 11.2% 12.9% 15.1% 15.7% 32.2% 48.4% 51.3% 54.5% 55.6%
合計 248 197 248 185 248 152 126 152 123 153
多くの場合、男性が担当 38.6% 38.3% 38.9% 32.3% 38.6% 38.6% 31.5% 30.1%
男女どちらとも 55.3% 58.1% 56.8% 63.7% 50.4% 51.6% 58.1% 55.6%
多くの場合、女性が担当 6.1% 3.6% 4.3% 4.0% 11.0% 9.8% 10.5% 14.4%
合計 197 248 185 248 127 153 124 153
あてはまる・計 89.5% 77.7% 76.2% 71.9% 69.8% 90.2% 74.8% 69.9% 62.1% 63.4%
あてはまらない・計 10.5% 22.3% 23.8% 28.1% 30.2% 9.8% 25.2% 30.1% 37.9% 36.6%
合計 248 197 248 185 248 153 127 153 124 153
思う・計 80.2% 80.6% 81.6% 85.5% 65.4% 76.5% 76.6% 78.4%
思わない・計 19.8% 19.4% 18.4% 14.5% 34.6% 23.5% 23.4% 21.6%
合計 197 248 185 248 127 153 124 153
思う・計 87.9% 90.4% 87.1% 85.9% 87.1% 90.2% 79.5% 77.1% 71.0% 77.8%
思わない・計 12.1% 9.6% 12.9% 14.1% 12.9% 9.8% 20.5% 22.9% 29.0% 22.2%
合計 248 197 248 185 248 153 127 153 124 153
満足・計 82.3% 69.0% 61.3% 59.5% 57.3% 83.7% 63.0% 61.4% 60.5% 57.5%
不満・計 17.7% 31.0% 38.7% 40.5% 42.7% 16.3% 37.0% 38.6% 39.5% 42.5%
合計 248 197 248 185 248 153 127 153 124 153
思う・計 56.9% 47.7% 46.0% 40.0% 33.5% 26.1% 29.1% 28.8% 23.4% 20.9%
思わない・計 43.1% 52.3% 54.0% 60.0% 66.5% 73.9% 70.9% 71.2% 76.6% 79.1%



































男性 女性 合計 χ2 男性 女性 合計 χ2 男性 女性 合計 χ2
多くの場合、男性が担当 38.3% 38.6% 38.4% 32.3% 30.1% 31.4%
男女どちらともいえない 第1回なし 58.1% 51.6% 55.6% 63.7% 55.6% 60.6%
多くの場合、女性が担当 3.6% 9.8% 6.0% * 4.0% 14.4% 8.0% ***
合計(n) (248) (153) (401) (248) (153) (401)
あてはまる・計 89.5% 90.2% 89.8% 76.2% 69.9% 73.8% 69.8% 63.4% 67.3%
あてはまらない・計 10.5% 9.8% 10.2% 23.8% 30.1% 26.2% 30.2% 36.6% 32.7%
合計(n) (248) (153) (401) (248) (153) (401) (248) (153) (401)
求められる・計 80.6% 76.5% 79.1% 85.5% 78.4% 82.8%
求められない・計 第1回なし 19.4% 23.5% 20.9% 14.5% 21.6% 17.2% +
合計(n) (248) (153) (401) (248) (153) (401)
思う・計 87.9% 90.2% 88.8% 87.1% 77.1% 83.3% 87.1% 77.8% 83.5%
思わない・計 12.1% 9.8% 11.2% 12.9% 22.9% 16.7% ** 12.9% 22.2% 16.5% *
合計(n) (248) (153) (401) (248) (153) (401) (248) (153) (401)
満足・計 82.3% 83.7% 82.8% 61.3% 61.4% 61.3% 57.3% 57.5% 57.4%
不満・計 17.7% 16.3% 17.2% 38.7% 38.6% 38.7% 42.7% 42.5% 42.6%
合計(n) (248) (153) (401) (248) (153) (401) (248) (153) (401)
思う・計 56.9% 26.1% 45.1% 46.0% 28.8% 39.4% 33.5% 20.9% 28.7%
思わない・計 43.1% 73.9% 54.9% *** 54.0% 71.2% 60.6% *** 66.5% 79.1% 71.3% **
合計(n) (248) (153) (401) (248) (153) (401) (248) (153) (401)
＊第1･3･5回すべて回答者で総合職のみ















































あり 97.3% 80.8% 95.4% 96.7% 96.1% 93.2% 95.7% 95.3%
なし 2.7% 19.2% ** 4.6% 3.3% 3.9% 6.8% 4.3% 4.7%
合計 第1回なし (222) (26) 第1回なし (218) (30) (204) (44) (141) (107)
あり 70.1% 46.7% 70.1% 46.7% 69.5% 58.3% 57.5% 71.4%
なし 29.9% 53.3% + 29.9% 53.3% + 30.5% 41.7% 42.5% 28.6%
合計 (137) (15) (137) (15) (128) (24) (40) (112)
あり 84.2% 88.9% 88.9% 88.9% 81.4% 89.5% 77.1% 88.0% 81.3% 90.1% 82.3% 88.6% 85.8%
なし 15.8% 11.1% 11.1% 11.1% 18.6% 10.5% 22.9% * 12.0% 18.8% 9.9% 17.7% + 11.4% 14.2%
合計 (95) (144) (9) (189) (59) (200) (48) (216) (32) (152) (96) (114) (134)
あり 47.5% 50.6% 42.9% 55.1% 33.3% 52.1% 37.1% 53.0% 34.3% 59.1% 32.2% 38.6% 52.8%
なし 52.5% 49.4% 57.1% 44.9% 66.7% * 47.9% 62.9% 47.0% 65.7% + 40.9% 67.8% ** 61.4% 47.2%
合計 (59) (79) (14) (107) (45) (117) (35) (117) (35) (93) (59) (44) (108)
あり 81.3% 84.8% 100.0% 87.9% 76.0% 84.4% 83.3% 82.9% 93.8% 91.5% 74.5% 84.3% 84.2%
なし 18.8% 15.2% - 12.1% 24.0% * 15.6% 16.7% 17.1% 6.3% 8.5% 25.5% *** 15.7% 15.8%
合計 (80) (158) (10) (173) (75) (212) (36) (216) (32) (142) (106) (83) (165)
あり 54.3% 44.7% 22.7% 50.5% 33.9% 45.0% 42.4% 46.2% 38.2% 51.1% 35.4% 40.6% 45.5%
なし 45.7% 55.3% 77.3% * 49.5% 66.1% * 55.0% 57.6% 53.8% 61.8% 48.9% 64.6% + 59.4% 54.5%
合計 (46) (85) (22) (97) (56) (120) (33) (119) (34) (88) (65) (32) (121)
※1)期待値が5未満のセルがある場合は「フィッシャーの直接法」による検定
＊第1･3･5回すべて回答者で総合職のみ


































年目の男性で 56.9％、女性で 26.1％、3 年目の男性 46.0％、女性で 28.8％、5 年目
の男性で 33.5％、女性で 20.9％である。入社 1 年目も、3 年目も、5 年目も男性より
女性の方が「家族を経済的に養うのは男性の役割だ」に「そう思う」と思っていない。





る仕事についている」と回答した女性の割合は、入社 2 年目 11.0%、3 年目 9.8%、4















































どちらとも - .058 -.037
主に女性 - .070 .091
将来のキャリアにつながる仕事をしている .321 *** .175 * .249 **
求められる能力：リーダーシップ - .128 + .038
仕事の専門能力を高めたい -.093 -.094 -.077
仕事満足度 .088 .032 .076
家族を経済的に養うのは男性の役割だ .098 .059 -.025
定数 *** *** ***
調整R
2
/分散分析 .122 *** .041 * .073 ***
(n) (248) (248) (248)
男女どちらが担当する仕事か(参照：主に男性)
どちらとも - -.095 -.075
主に女性 - -.087 -.243 **
将来のキャリアにつながる仕事をしている .141 -.018 -.081
求められる能力：リーダーシップ - .055 .097
仕事の専門能力を高めたい .168 * .263 *** .172 *
仕事満足度 -.079 .235 * .236 *
家族を経済的に養うのは男性の役割だ -.154 + -.066 -.131 +
定数 *** * **
調整R
2
/分散分析 .049 * .142 *** .112 ***
(n) (152) (152) (153)
＊第1･3･5回すべて回答者で総合職のみ































るのか － 5155 人の軌跡から読み解く』青弓社
内閣府、2019 年『男女共同参画白書令和２年度版』（https://www.gender.go.jp/about_danjo/






















































































































































































































男性（N=722） 54.7% 23.4% 21.9%




男性（N=722） 15.4% 38.9% 45.7%




男性（N=722） 53.0% 25.5% 21.5%


















図 3 をみよう。1 年目に、求められる成長スピードが「入社前イメージ通り」と感じ
る人に比べ、特に「イメージより遅い」と感じる人で、その後の離職傾向が顕著であ






13　3 年目・4 年目・5 年目は、統計的に有意な差があった。なお、「同期同士の競争」「休みの取りやすさ」
に関する期待とのギャップは、離職傾向と関係していない。
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wave1 ～ wave5 まで一貫して男女ともに 77 ～ 86％の者が賛成（「そう思う」＋「ど
ちらかというとそう思う」）である（図 1）。同様に、男女の差異（「男性と女性は本質






































































5）。とくに男性の賛成割合は女性に比べて高く、wave1 では男性 55％、女性 30％で





とそう思う」）する者の割合は男女ともに高くはない（図 6）。wave1 では男性 26％、





は男性の方が女性よりも高い傾向にあり、また男女ともに wave1 から wave5 にかけ
て明らかに低下している（図 7）。wave1 では、男性で 81％と高く、女性は 60％で「ど
ちらかというと続けたい」と合わせても 74％にすぎない。女性は wave2 でやや下げ
止まり wave5 で 35％である。男性も「続けたい」者の割合の低下は著しく、wave2











































































































































































































子どもが就学前のときについてのみ wave1 から wave5 まで毎年尋ねているので
比較してみよう。wave1 で最も希望が多かったのか「短時間任務」47％であったが、
wave5 では 29％に低下している（図 10）。一方で上昇しているのは「時間に融通のき
くフルタイム」であり 27％から 43％に変化している。
男性についても変化がみられる。wave1 では「時間の融通のきくフルタイム」




























































































切片 1.867 *** 3.244 *** 2.912 *** 2.200 ***
性別 -1.781 ** -1.827 *** -4.979 *** -3.430 ***
結婚有無 -0.156 -0.195 -0.204 -0.019
子ども有無 -0.912 -0.824 * -1.514 -2.256 *
-2 対数尤度 86.836 疑似 R
2 Cox & Snell 0.253
χ
2










切片 3.622 *** 5.066 *** 3.476 *** 2.822 **
性別 -1.709 ** -1.732 *** -5.066 *** -3.581 ***
子ども有無 -1.176 * -1.075 ** -1.696 * -2.391 *
男女の適性 -0.423 -0.301 * -0.475 -0.312
男は外女は内 0.592 * 0.306 0.132 0.758 *
経済的扶養は男 -0.447 * -0.460 ** 0.049 -0.240
母親は育児専念 -0.182 -0.182 0.132 0.526 *
リーダーは男 0.004 -0.163 -0.263 -0.455
男女の本質的差異 -0.055 0.044 0.263 -0.208
-2 対数尤度 1243.853 疑似 R2 Cox & Snell 0.326










切片 4.154 *** 5.706 *** 5.603 *** 6.464 **
性別 -1.793 ** -1.824 *** -5.000 *** -3.438 ***
子ども有無 -1.014 * -0.927 ** -1.724 * -2.197 *
職場環境_期待 0.315 0.159 0.317 -0.021
職場環境_教育機会 -0.088 -0.228 -0.078 -0.580 *
職場環境_相談相手 -0.572 * -0.470 * -0.802 ** -0.582 *
職場環境_上司育成熱 -0.408 -0.287 -0.320 -0.288
-2 対数尤度 835.694 疑似 R2 Cox & Snell 0.287














切片 3.457 ** 4.820 *** 6.540 *** 4.844 **
性別 -1.872 ** -1.977 *** -5.074 *** -3.463 ***
子ども有無 -1.022 * -0.932 ** -1.413 -2.209 *
自己評価_語学力 -0.236 0.065 -0.209 0.136
自己評価_プレゼン -0.220 -0.012 -0.138 -0.514
自己評価_コミュケーション -0.427 -0.467 -0.791 * -0.594
自己評価_創造力 0.000 -0.037 -0.295 0.146
自己評価_タイムマネジメント -0.042 -0.293 -0.222 -0.141
自己評価_思考力 0.155 0.374 0.317 -0.077
自己評価_リーダーシップ 0.221 0.057 0.265
自己評価_担当業務 -0.042 -0.185 -0.024 -0.096
-2 対数尤度 1449.693 疑似 R2 Cox & Snell 0.294
χ
2







注）参照カテゴリは急な残業もあるフルタイム　*  p < .05 ,  ** p < .01 ,  *** p < .001
表5 働き⽅の希望に関する多項ロジスティック回帰分析（5）
切片 3.388 *** 4.757 *** 5.744 *** 5.167 ***
性別 -1.486 ** -1.542 ** -4.257 *** -2.767 ***
子ども有無 -0.976 * -0.929 ** -1.587 -2.273 *
管理職希望 -0.557 ** -0.551 ** -1.144 *** -1.151 ***
-2 対数尤度 167.120 疑似 R
2 Cox & Snell 0.288
χ
2
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入社 1 年目から 5 年目まで、調査した年ごとに平均値を比べたものである（独立した











人 ％ 人 ％
研究・開発 103 21.8 8 0.6
技術・整備 84 17.8 7 0.6
生産管理・生産技術 29 6.1 16 1.3
製造 30 6.3 18 1.4
資材購買 1 0.2 2 0.2
営業 80 16.9 594 46.3
サービス 6 1.3 135 10.5
マーケティング・商品企画 3 0.6 40 3.1
経営企画・事業企画 15 3.2 48 3.7
総務 1 0.2 21 1.6
人事 0 0 31 2.4
人材開発 0 0 11 0.9
経理・財務 2 0.4 65 5.1
情報システム 88 18.6 34 2.7
営業事務・営業サポート 11 2.3 117 9.1
広報 0 0 6 0.5
物流 0 0 20 1.6
法務 0 0 15 1.2
品質管理 13 2.8 2 0.2
その他 7 1.5 92 7.2




1年目 2.8306 2.7130 t=-1.189、df=446、n.s.
2 年目 3.0112 2.7778 t=-2.267、df=165.683、p<.05
3 年目 2.8627 2.7404 t=-1.137、df=385、n.s.
4 年目 2.8333 2.6825 ｔ＝ -1.34、df=185.605、n.s.
5 年目 2.7353 2.4317 t=-2.284、n.s.=249、p<.05
－ 45 －
男女の初期キャリア形成と活躍推進に関する調査研究報告会












1年目 ― ― ―
2年目 3.0112 2.9211 t=-0.917、df=140.92、n.s.
3 年目 2.8627 2.9193 t=.591、df=385、n.s.
4 年目 2.7667 2.7915 ｔ＝ .229、df=299、n.s.
5 年目 2.6176 2.6284 t=.089、df=249、n.s.
＜後輩の指導＞
1年目 ― ― ―
2年目 2.1333 2.6493 t=3.622、df=269、p<.001
3 年目 2.3243 2.8333 t=4.233、df=306、p<.001
4 年目 2.2879 2.8049 ｔ＝ 3.650、df=228、p<.001
5 年目 2.4364 2.7847 t=2.251、df=197、p<.05
＜女性の働きやすさ＞
1年目 ― ― ―
2年目 2.7303 2.9104 t=1.622、df=366、n.s.
3 年目 2.7451 2.9053 t=1.447、df=164.513、n.s.
4 年目 2.6444 2.9905 ｔ＝ 3.103、df=299、p<.05
5 年目 2.8529 3.153 t=2.258、df=96.403、p<.05
＜相談仲間＞
1年目 3.3629 3.3241 t=-.475、df=446、n.s.
2 年目 2.9326 3.3629 t=2.030、df=366、p<.05
3 年目 2.8922 3.1088 t=2.314、df=385、p<.05
4 年目 2.8333 3.0948 ｔ＝ 2.331、df=148.044、p<.05
5 年目 2.9706 3.0109 t=.366、df=249、n.s.
＜上司の育成熱意＞
1年目 3.371 3.3302 t=-.532、df=446、n.s.
2 年目 2.9326 3.0179 t=.868、df=366、n.s.
3 年目 2.7941 2.9509 t=1.633、df=166.944、n.s.
4 年目 2.6444 2.7773 ｔ＝ 1.216、df=299、n.s.
5 年目 2.6324 2.7869 t=1.331、df=249、n.s.
＜コミュニケーション力の自己評価＞
1年目 2.4113 2.5988 t=2.353、df=446、p<.05
2 年目 2.5056 2.7061 t=2.360、df=366、p<.05
3 年目 2.5588 2.8281 t=3.278、df=167.14、p<.01
4 年目 2.6889 2.8531 ｔ＝ 2.027、df=299、p<.05


















企業２   .4134
( .2522)










企業８   .5419
( .3325)




企業１１   .2704
(.2684)
企業１２   .0534
( .2717)
企業１３   .1549
( .2548)
企業１４   .1873
( .2637)
企業１５   .5177
( .3406)
企業１６   .0697
( .3023)




自由度修正済み決定係数   .3073
サンプル・サイズ   1076










































自由度修正済み決定係数   .1090
サンプル・サイズ   1076


























































































秋田直美　2014　『娘に “ リケジョになりたい！ ” と言われたら』ダイヤモンド社
石原直子　2006　「女性役員の “ 一皮むける経験 ”―幹部候補女性を育てる企業のための一考
察」『Works Review』Vol.1

















関根雅泰　2009　『教え上手は学ばせ上手：“ 自分で考え行動できる人 ” を育てる、大人相手の
教え方』クロスメディア・パブリッシング
関根雅泰　2015　『オトナ相手の教え方』クロスメディア・パブリッシング
高見具広 2017「総合職女性における “ リアリティ・ショック ”：そのキャリア形成にとっての
意味」『NWEC 実践研究』第７号、42-55
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女性管理職
女性役員





















































































































































年目は 9 割ぐらい、5 年目には 6 ～ 7 割ということです。また気になるのが、女性総

































それから 1 年目から 5 年目の変化ですが、こちらの表にあるように、男性が管理職
を目指したくない理由として、「責任が重くなるから」が 1 年目は 18％ぐらいでした
が 5 年目には 59％になっています。「自分には能力がないから」も、1 年目は 36％、
3 年目は 47％、5 年目は 31％と結構ぶれるので、もう少し見ていく必要があるのでは
ないかと思っています。
表１：管理職をめざしたくない理由(管理職志向なしのみ)
男性 女性 合計 χ21) 男性 女性 合計 χ21) 男性 女性 合計 χ21)
自分には能力がないから 36.4% 42.9% 41.7% 46.9% 42.3% 43.6% 30.8% 38.8% 36.3%
仕事の量が増えるから 36.4% 18.4% 21.7% 46.9% 32.1% 36.4% 51.3% 36.5% 41.1%
責任が重くなるから 18.2% 30.6% 28.3% 46.9% 56.4% 53.6% 59.0% 55.3% 56.5%
仕事と家庭の両立が困難になるから 45.5% 79.6% 73.3% + 40.6% 73.1% 63.6% ** 41.0% 69.4% 60.5% **
周りに同性の管理職がいないから - 14.3% 11.7% 3.1% 19.2% 14.5% * - 18.8% 12.9%
もともと長く勤める気がしないから 18.2% 18.4% 18.3% 25.0% 19.2% 20.9% 12.8% 10.6% 11.3%
その他 36.4% 2.0% 8.3% ** 25.0% 3.8% 10.0% *** 10.3% 12.9% 12.1%
合計 (11) (49) (60) (32) (78) (110) (39) (85) (124)
※1)期待値が5未満のセルがある場合は「フィッシャーの直接法」による検定
＊第1･3･5回すべて回答者で総合職のみ



















































































女性の場合「続けたい」が 4 割、「どちらかというと続けたい」が 4 割、男性の場合「続












































































































































































































働き世帯においても、男性は子どもの有無にかかわらず 1 日に 14 ～ 15 分しか家事を



















































































データを確認しましたところ、男性は 1,052 人で、そのうち文系が 43.4％、理系が
55.2％、文系でも理系でもない「その他」が 1.3％です。一方、女性は 644 人で、文
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